
　

春
風
の
吹
き
渡
る
好
季
節
、
待
ち

に
待
っ
た
第
六
十
六
回
東
海
書
道
藝

術
院
展
の
開
幕
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

東
書
藝
の
各
組
織
一
丸
と
な
っ
て
本

展
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
お
陰

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
最
後
の
、
そ
し
て
新
元
号
元

年
の
開
催
と
な
る
本
展
が
記
憶
に
残

る
展
覧
と
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

ど
ん
な
作
品
に
出
合
え
る
の
か
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
展
の
中
日
新
聞
社
紙
上
の
全

面
広
告
で
は
、
タ
イ
ト
ル
文
字
を

「
神
飛
」
と
し
ま
し
た
。
唐
の
孫
過

庭
の
『
書
譜
』
の
中
の
「
翰
逸
神

飛
」
か
ら
と
っ
た
言
葉
で
す
。
何
の

こ
だ
わ
り
も
な
く
筆
が
自
在
に
動
き
、

精
神
が
躍
動
す
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

本
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
自
由

か
つ
大
胆
」
の
精
神
に
も
通
じ
る
言

葉
で
す
。

　

昨
年
十
一
月
、
本
会
名
誉
会
長
豆

子
甲
水
之
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。
偉
大
な
指
導
者
で
あ
ら

れ
た
先
生
を
亡
く
し
た
こ
と
は
私
た

ち
に
と
っ
て
大
き
な
悲
し
み
で
す
が
、

そ
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
更
に
前

進
し
て
い
く
こ
と
が
、
先
生
の
ご
遺

　
会
　
　
長
　
　
風

岡

五

城

 

　
　
　
第
六
十
六
回
展
　
審
査
会

　

第
六
十
六
回
展
の
審
査
は
会
友
・

公
募
の
部
が
三
月
六
日
、
会
員
・
準

会
員
の
部
が
翌
七
日
と
、
二
日
間
に

亘
り
名
古
屋
市
東
区
東
桜
会
館
で
行

わ
れ
た
。
審
査
部
を
中
心
に
各
部
が

連
携
を
取
り
合
い
な
が
ら
作
業
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
く
。
審
査
員
の

先
生
方
は
計
二
十
名
。
毎
回
配
点
の

結
果
が
展
覧
会
場
で
公
表
さ
れ
る
公

正
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
七
日
午

後
、
大
賞
・
準
大
賞
の
受
賞
者
が
決

定
と
な
っ
た
。　

志
に
も
叶
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
一

層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

第
六
十
六
回
展
は
昨
年
同
様
、二
期
に
亘
り
二
会
場
で
の
開
催
。

会
員
の
力
を
結
集
し
て
こ
こ
に
東
書
藝
の
“
現い

ま在
”
を
示
し
た
。

平
成
か
ら
新
し
い
時
代
へ
と
つ
な
ぐ
意
欲
的
な
展
覧
で
あ
る
。

大
賞
に
加
藤
真
風
氏
、

準
大
賞
に
は
橋
爪
玉
雪
氏

が
決
定

会
期
：
四
月
十
六
日
　
〜
二
十
一
日
　
会
場
：
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会
期
：
四
月
二
十
三
日
〜
二
十
八
日
　
会
場
：
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

第
六
十
六
回 

公
募 

東
海
書
道
藝
術
院
展  

開
幕

第
一
三
七
号

会

報
平成 31 年 4 月　　　　　http://www.toshogei.jp/

東 海 書 道 藝 術 院
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会
員
の
部

【
大
　
賞
】

加
藤　

真
風

【
準
大
賞
】

橋
爪　

玉
雪

【
知
事
賞
】

堀
渕　

桂
花

【
県
教
委
賞
】

杉
原　

弘
子

【
中
日
賞
】

國
府　

新
水

【
東
書
藝
賞
】

渡
邉　

翠
峰

【
推
　
薦
】

高
橋　
　

雅

【
特
　
選
】

山
本　

青
遊

太
田　

彩
泉

佐
藤　

江
月

伊
藤　

緑
香

木
村　

紫
風

佐
々
木
治
子

金
谷　

典
子

【
秀
　
作
】

浅
野　

春
翠

犬
飼　

美
華

鳥
井　

春
翠

甲
斐
千
紀
子

岡
部　

緑
園

伊
神　

暁
風

杉
野
原
光
華

岩
崎　

彩
加

奥
田　

愛
子

冨
永　

壺
洞

鈴
木　

素
風

【
褒
　
賞
】

小
林　

恭
子

加
藤　

青
苔

準
会
員
の
部

【
市
長
賞
】

遠
山　

穂
光

【
県
教
委
賞
】

清
水　

玲
翠

【
市
教
委
賞
】

岩
井　

玲
翠

【
中
日
賞
】

安
井　

游
虹

園
田
三
輪
子

【
東
書
藝
賞
】

鈴
木　

久
江

【
推
　
薦
】

吉
岡　

松
龍

増
田　

孝
志

【
特
　
選
】

寺
園　

朝
霞

安
田　

加
奈

今
田　

春
恵

今
枝
祐
香
里

池
渕　

熈
道

小
原　

緑
水

越
山　

陶
軒

大
里　

紅
舟

小
倉　

一
鳩

川
口
志
満
子

岩
田　

春
光

神
田　

遊
美

【
秀
　
作
】

鈴
木
希
代
美

伊
藤　

芙
箭

小
川　

胡
蝶

古
田　

美
川

岡　
　

紫
葉

辻　
　

雪
華

吉
田　

翠
紅

鈴
木　

葊
堂

加
藤　

素
水

古
田　

良
江

佐
藤　

麗
光

井
上　

清
麗

奥
村　

知
翠

大
橋　

栄
美

山
田
恵
里
伽

会
友
の
部

【
市
教
委
賞
】

山
本　

楓
子

【
中
日
賞
】

駒
田
香
代
子

【
東
書
藝
賞
】

堀
木　

蓮
珠

岩
倉　

瑞
季

前
田
知
比
呂

鈴
木　

萌
園

【
推
　
薦
】

伊
藤　

露
舟

服
部　

秀
華

蒲
野　

綾
扇

樋
口　

春
嶺

伊
藤　

小
庭

石
黒　

井
泉

大
竹　

直
人

【
特
選
】

永
井　

恵
草

松
浦　

白
沙

大
杉　

花
芳

江
木　

皐
月

川
本　

真
弓

竹
井　

寳
山

坂
野　

圭
香

堀
場　

太
崖

服
部　

黄
華

稲
葉　

畊
雲

飯
田　

里
織

宮
本　

聖
堂

鬼
頭
由
美
子

林　
　

澄
子

杉
原　

照
楓

松
枝
み
ど
り

【
秀
　
作
】

山
田　

春
麗

山
田　

春
麗

早
坂　

幽
蘭

伊
藤　
　

秀

桜
井　

春
花

山
田
な
つ
湖

伊
藤　

幸
園

小
川　

志
希

山
口　

直
子

青
江　

魁
龍

三
島　
　

晃

片
岡　

唯
健

林　
　

羚
遊

神
谷　

洋
子

八
木　

信
江

暮
石　

知
子

公
募
の
部

【
中
日
賞
】

渡
邉　

奏
萌

【
東
書
藝
賞
】

三
苫　

花
風

森
本　

紗
綺

野
呂　

妙
香

鈴
木　

啓
心

【
推
　
薦
】

水
貝　

光
華

福
岡　

芽
生

平
野
紗
稚
江

安
藤
由
里
子

小
澤　

紫
泉

藤
田　

歩
美

【
特
　
選
】

安
藤　

聡
美

井
浪
広
太
郎

木
村　

昌
次

近
藤　

北
明

丹
賀　

月
桃

今
田　

優
翠

阿
久
津
清
孤

武
内　

太
志

加
田　

麗
芳

松
本　

萌
桃

壁
谷　

詠
月

渡
辺　

栄
子

野
口　

昌
子

緒
方
美
乃
里

春
日
井
康
弘

【
秀
　
作
】

田
島　

彩
月

松
尾　

湖
舟

大
島　
　

正

松
原　

華
翆

福
島　

健
仁

小
島　

由
郁

鈴
木　

理
子

河
田　

智
子

古
賀　

明
美

篠
田　

邦
子

片
岡　

真
咲

柴
田　

勝
代

清
水　

翡
翠

平
松
　
杏
梨

第
六
十
六
回
東
書
藝
展

　
　
　
各

部

受

賞

者

名会
場
で
審
査
す
る
先
生
方

　
審
査
員
の
先
生
方（

敬
称
略
）

審
査
委
員
長

風
岡　

五
城

会
員
・
準
会
員
担
当

安
藤　

清
舟
・
久
野　

北
崖

西
尾　

邑
城
・
松
浦　

白
碩

伊
奈　

咏
玉
・
今
枝　

大
軒

伊
藤　

春
魁
・
谷
口　

竹
城

会
友
・
公
募
担
当

水
谷　

紅
楓
・
本
瀬　

芝
青

木
村　

大
澤
・
荒
川　

青
曠

井
浪　

幸
潭
・
岡
本　

恵
園

梶
田　

稲
州
・
老
川　

揺
舟

河
野　

春
園
・
近
藤　

春
雪
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本
会
参
事
・
羽
根
田
菖
橋
、
常
任
理
事
・
羽
根
田
菖
風
両
先
生
率
い
る

攻
玉
書
会
親
交
会
が
、
第
15
回
攻
玉
書
会
展
を
豊
田
市
民
文
化
会
館
で
開

催
。
作
品
の
錬
度
高
く
、
学
生
部
の
充
実
に
も
強
く
心
打
た
れ
た
。

第
15
回 

攻
玉
書
会
展
を
終
え
て

羽
根
田
菖
風

　

昨
年
十
二
月
二
十
二
、二
十
三
日

の
両
日
、
豊
田
市
民
文
化
会
館
に
於

て
、
三
年
に
一
度
の
社
中
展
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
一
年
度
、
豊
田
市
は
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合
地

と
な
り
ま
す
。
今
回
の
書
会
展
は
作

品
制
作
の
テ
ー
マ
と
し
て
、「
ラ
グ

ビ
ー
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
子
供
達

全
員
で
書
く
・
そ
の
作
品
の
プ
レ
ゼ

ン
を
自
分
自

身
で
す
る
・

来
場
し
て
頂

い
た
方
々
か

ら
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂

く
…
こ
の
三

つ
を
実
現
さ

せ
た
い
と
い

う
思
い
か
ら

ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー

と
は
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
？
関
連
語
と

は
？
参
加
国
は
？
等
々
、
幼
稚
園
児

か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
供
達
が
「
熱

い
想
い
」
で
書
け
る
言
葉
や
漢
字
を

み
ん
な
で
相
談
し
ま
し
た
。
半
切
四

分
の
一
の
サ
イ
ズ
に
書
き
上
げ
ら
れ

た
作
品
に
は
、
外
国
人
の
人
々
に
も

理
解
し
て
も
ら
う
為
に
英
語
表
記
の

シ
ー
ル
も
付
け
ま
し
た
。
統
一
テ
ー

マ
で
取
り
組
ん
だ
今
回
の
書
展
は
、

よ
り
一
層
会
員
同
士
の
気
持
ち
を
一

つ
に
す
る
事
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

小
雨
の
降
る
中
、
ご
来
場
い
た
だ

い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

本
会
常
任
理
事
・
松
岡
麗
泉
先
生
主
宰
、
35
周
年
記
念
花
墨
会
展
を
三

重
郡
菰
野
町
図
書
館
に
訪
ね
た
。
竹
内
秀
峰
氏
の
米
寿
展
を
併
催
。
Ｔ
シ

ャ
ツ
に
好
き
な
文
字
を
書
こ
う
！
の
実
演
も
あ
っ
て
盛
会
だ
っ
た
。

第
35
回 

花
墨
会
展
を
終
え
て

松
岡
麗
泉

　

偉
大
な
る
恩
師
の
急
逝
か
ら
一
ヶ

月
、
深
い
悲
し
み
の
中
で
の
開
催
。

唯
一
の
慰
め
は
、
併
催
・
竹
内
秀
峰

の
米
寿
展
と
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
字
を
書
く

イ
ベ
ン
ト
で
、
い
つ
も
の
二
倍
も
の

来
場
者
を
得
た
事
だ
っ
た
。

　

第
一
回
展
は
四
十
才
の
時
、
実
母

の
他
界
（
末
期
癌
）
で
涙
も
涸
れ

て
し
ま
う
ほ

ど
泣
い
て
い

た
日
々
か
ら
、

漸
く
立
ち
直

り
開
催
し
た
。

思
え
ば
幼
稚

園
の
教
室
に

始
ま
り
、
中

学
校
の
教
室

→
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
催
事
場

→
菰
野
町
図

書
館
（
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
催

事
室
）
と
、
場
所
を
変
え
て
の
紆
余

曲
折
あ
る
道
程
で
あ
っ
た
が
、
大
勢

の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
の
お
蔭

で
続
け
て
来
ら
れ
た
。
こ
の
紙
面
を

お
借
り
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

臨
書
を
途
中
で
止
め
て
い
た
罰

で
、「
今
回
篆
書
作
品
が
な
い
で
す

ね
」
の
言
葉
が
胸
に
グ
サ
リ
と
き
た

り
、「
画
期
的
で
す
ね
」「
50
回
展
ま

で
や
っ
て
く
だ
さ
い
」「
書
の
道
に

邁
進
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
激
励
に

涙
し
た
り
と
、
一
喜
一
憂
の
35
回
展

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
亡
き
豆
子
先
生

に
一
歩
で
も
近
づ
く
為
に
更
に
修
練

せ
ね
ば
と
肝
に
銘
じ
た
35
回
展
で
も

あ
っ
た
。

　

豆
子
先
生
、
今
後
も
厳
し
い
お
言

葉
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
高
い

空
か
ら
！

第
15
回   

攻  

玉  

書  

会  

展

第
35
回 

花
墨
会
展
平
成
三
十
年

十
二
月
八
日
〜
九
日

羽根田菖風、菖橋、水谷汀華先生
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'19  

東
書
藝
院
人
研
修
会
報
告

三
月
二
十
四
日
　
東 

桜 

会 

館

　　

今
年
も
参
加
者
九
十
名
限
定
と
な

っ
た
院
人
研
修
会
は
、
講
話
と
所
蔵

作
品
鑑
賞
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。

　

久
野
北
崖
副
会
長
・
開
会
の
言
葉

に
続
き
、
冨
永
奇
昂
常
任
理
事
の
講

話
「
韓
国
展
に
参
加
し
て
」
が
始
ま

っ
た
。
冨
永
先
生
は
ま
ず
一
、
生
い

立
ち　

二
、
学
生
時
代　

三
、
大
学

卒
業　

四
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ペ

ー
ス
の
運
営　

五
、
ビ
デ
オ
鑑
賞　

の
順
に
、
軽
妙
な
お
話
ぶ
り
で
ス
タ

ー
ト
さ
れ
た
。

　

先
生
は
冨
永
奇
洞
先
生
の
長
男
で

一
九
六
四
年
生
れ
。
年
の
離
れ
た
二

人
の
姉
と
仲
良
く
育
ち
、
男
性
よ
り

女
性
の
中
に
い
る
方
が
安
心
す
る
と

笑
う
お
人
柄
。
名
古
屋
芸
術
大
学
生

時
代
に
梅
舒
適
、
所
同
谷
に
師
事
。

「
版
画
と
の
出
合
い
、
卒
業
後
の
常

勤
中
学
講
師
時
代
や
そ
れ
か
ら
後
の

作
品
制
作
、
企
画
展
示
会
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
運
営
な
ど
の
活
動
は
、
社
会
や

人
と
の
関
わ
り
や
縁
の
広
が
り
の
中

で
で
き
た
」
―
自
分
は
そ
う
い
う

ス
タ
ン
ス
で
芸
術
に
取
り
組
ん
で
い

く
タ
イ
プ
と
話
さ
れ
た
。

　
「
現
代
美
術
で
は
人
よ
り
早
く
新

技
術
や
価
値
観
の
提
示
が
必
要
で
、

歴
史
や
現
状
を
知
る
事
が
肝
要
」「
作

家
を
選
出
・
依

頼
し
展
覧
会
を

開
催
す
る
事
は
、

自
分
の
作
品
と

も
い
え
る
」
等
、

現
代
美
術
・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
運
営

へ
の
考
え
を
述

べ
ら
れ
た
。
ま

た
若
き
日
に
出

演
さ
れ
た
Ｃ
Ｂ

Ｃ
テ
レ
ビ
番
組

の
特
集
ビ
デ
オ

で
は
、
書
と
他

領
域
と
の
垣
根

を
取
り
払
っ
た
先
生
の
活
動
の
広
さ

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

続
い
て
先
の
韓
国
で
の
ア
ー
ト
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
さ
れ
た
話
に

移
る
。「
世
界
平
和
」
の
文
字
で
書

と
版
画
を
合
体
さ
せ
た
巨
大
作
品

を
、
開
催
地
ヨ
ス
へ
電
車
、
飛
行
機

で
ご
自
分
で
搬
送
し
て
い
る
様
子

や
、
現
地
で
の
展
示
、
ス
タ
ッ
フ
と

の
交
流
（
と
に
か
く
食
事
が
う
ま
か

っ
た
そ
う
な
）
な
ど
を
、
ビ
デ
オ
画

面
を
送
り
な
が
ら
細
か
に
説
明
さ
れ

た
。
式
典
の
流
れ
は
日
本
と
は
随
分

違
う
部
分
も
あ
る
が
、
勉
強
や
参
考

に
な
る
事
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
の

こ
と
。
色
々
な
場
面
で
の
国
民
性
の

違
い
が
映
し
出
さ
れ
て
分
か
り
易
く
、

楽
し
く
拝
見
で
き
た
。
国
際
交
流
で

得
ら
れ
る
広
い
視
点
や
、
書
の
み
な

ら
ず
他
の
分
野
と
の
融
合
も
積
極
的

に
実
践
さ
れ
る
先
生
の
芸
術
観
を
知

る
、
有
難
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
院
人
・
井
分
潭

風
、
副
理
事
長
・
伊
藤
春
魁
両
先
生

の
所
蔵
作
品
の
鑑
賞
の
部
に
移
っ
た
。

江
戸
時
代
初
期
か
ら
幕
末
・
明
治
、

昭
和
の
数
十
点
の
条
幅
作
品
、
ま
た

立
派
な
硯
を
間
近
で
じ
っ
く
り
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
一
点
一
点
へ
の
解

説
で
は
、
そ
の
見
識
と
造
詣
の
深
さ

に
感
心
。
伊
藤
先
生
の
「
書
に
関
す

る
多
く
の
も
の
に
興
味
を
持
ち
、
そ

れ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
新
境

地
が
開
か
れ
る
と
感
じ
て
い
る
」
と

の
言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
。

　

最
後
に
安
藤
清
舟
副
会
長
の
閉
会

の
言
葉
で
終
了
と
な
っ
た
が
、
た
い

へ
ん
充
実
し
た
研
修
会
で
あ
っ
た
。 井分潭風先生

冨永奇昂先生

伊藤春魁先生
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平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
二
日
～
二
十
七
日
、
電
気
文
化
会
館
五
階
東
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
て
開
催
。
今
展
は
大
作
の
作
品
形
式
が
変
更
さ
れ
、
昨
年
よ
り
十
四

点
増
、
四
十
九
点
の
出
品
と
な
っ
た
。
会
を
代
表
す
る
幹
部
・
役
員
の
作
品
群

か
ら
、
現
在
の
東
書
藝
の
幹
の
姿
の
一
端
が
見
て
取
れ
る
。
故
・
豆
子
甲
水
之

先
生
の
御
作
が
会
場
を
引
き
締
め
て
い
た
。

　

豆
子
甲
水
之
先
生
逝
去
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
の
記
念
展
開
催
に
、

代
表
の
本
会
参
事
・
加
山
幽
石
先
生
は
感
慨
深
い
ご
様
子
だ
っ
た
。

噛
み
し
め
る
第
十
回
展
の
喜
び

加
山
幽
石

　

幽
石
書
道
会
の
出
発
は
平
成
十
四

年
。
豆
子
甲
水
之
先
生
を
指
導
者
と

し
て
飯
田
に
お
迎
え
し
、
私
が
代
表

と
な
っ
て
昭
和
五
十
五
年
に
開
設
し

た
飯
田
書
人
会
の
活
動
が
、
最
も
盛

ん
で
あ
っ
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
公

職
を
退
い
た
の
を
機
に
先
生
が
、「
こ

れ
か
ら
は
自
分
の
門
弟
を
持
っ
て
自

立
す
る
道
も
考
え
な
さ
い
。」
と
お

っ
し
ゃ
っ
た
の
だ
。
一
気
に
二
つ
の

団
体
を
率
い
る
こ
と
に
な
っ
て
戸
惑

い
は
あ
っ
た
が
、
今
ま
で
の
飯
田
書

人
会
の
活
動
が
多
く
の
人
に
知
ら
れ

る
所
と
な
っ
て
い
て
、「
あ
ん
な
書

を
書
き
た
い
。
基
礎
か
ら
教
え
て
欲

し
い
。」
と
い
う
友
達
や
元
職
場
仲

間
も
い
た
の
で
案
外
ス
ム
ー
ズ
に
開

設
で
き
た
の
で
あ
る
。
先
ず
は
豆
子

先
生
の
手
引
書
を
使
用
し
て
基
礎
を

学
ん
で
い
た
。
だ
ん
だ
ん
発
表
意
欲

も
出
て
、
当
初
は
小
さ
な
作
品
展
を

隔
年
に
行
っ
て
い
た
が
、
い
よ
い
よ

団
体
も
大
き
く
な
り
当
地
方
と
し
て

は
立
派
な
展
覧
会
が
開
催
で
き
る
ま

で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
思
え
ば

十
七
年
経
過
し
、
長
い
道
の
り
で
あ

っ
た
。

　

今
回
は
会
員
三
十
三
名
と
私
、
助

手
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
娘
の
榊
田

白
蓮
と
で
合
計
六
十
七
点
を
、
飯
田

創
造
館
展
示
場
で
華
や
か
に
展
覧
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
勿
論
、
元
々
豆

子
先
生
の
書
風
に
あ
こ
が
れ
て
集
ま

っ
た
仲
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
伝
統

を
重
ん
じ
た
も
の
と
な
っ
て
い
て
、

一
点
一
点
が
安
心
し
て
観
ら
れ
る
の

も
特
徴
で
あ
る
。

　

今
年
は
自
分
達
の
成
長
を
実
感
し
、

喜
び
一
入
な
会
員
の
姿
を
感
じ
た
。

ま
た
東
書
藝
展
を
目
指
す
会
員
も
出

る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
後
に
楽
し
み

な
も
の
も
感
じ
て
い
る
。

加山幽石先生

第
五
十
四
回 

新
春
東
書
藝
代
表
作
家
展

第
10
回 

幽
石
書
道
会
展
三
月
十
四
日
〜
十
九
日

飯

田

創

造

館

故
・
豆
子
甲
水
之
名
誉
会
長木村大澤理事長

松浦白碩常任参事

安
藤
清
舟
副
会
長

水
谷
紅
楓
常
任
参
事

西
尾
邑
城
常
任
参
事

風岡五城会長
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今
後
の
予
定

◇
第
41
回
宏
道
書
会
選
抜
展

会
期　

5
月
14
日
㈫
～
19
日
㈰

会
場　

栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

◇
第
43
回
公
募
　
梓
会
書
道
展

会
期　

5
月
14
日
㈫
～
19
日
㈰

会
場　

�

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｊ
室

主
催　

書
道
研
究　

梓
会

　
　
　
（
勝
川
香
艸
・
伊
藤
春
魁
）

◇
第
61
回
新
道
書
道
会
展

会
期　

5
月
31
日
㈮
～
6
月
2
日
㈰

会
場　

四
日
市
市
文
化
会
館

主
催　

新
道
書
道
会
（
豆
子
紫
甲
）

◇
第
62
回
游
心
書
展

会
期　

6
月
5
日
㈬
～
9
日
㈰

会
場　

�

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｊ
室

主
催　

游
心
書
道
会
（
松
浦
白
碩
）

◇
第
26
回
無
名
會
書
展

会
期　

6
月
11
日
㈫
～
16
日
㈰

会
場　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

主
催　

無
名
會
（
渡
辺
清
香
）

◇
令
和
元
年
東
書
藝
総
会

期
日　

6
月
16
日
㈰

会
場　

中
電
ホ
ー
ル

◇
「
今
日
の
書
」
代
表
作
家
展

会
期　

7
月
9
日
㈫
～
14
日
㈰

会
場　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

主
催　

中
部
圏
書
芸
作
家
協
議
会

　
　
　

中
日
新
聞
社

◇
'19 

心
象
展

会
期　

7
月
9
日
㈫
～
15
日
㈪

会
場　

�

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｊ
室

主
催　

好
日
社
（
岩
田
冬
崖
）

◇
第
8
回
稲
香
印
社
展

会
期　

7
月
23
日
㈫
～
28
日
㈰

会
場　

�

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
7
Ｆ

主
催　

稲
香
印
社
（
梶
田
稲
州
）

◇
第
35
回
清
和
会
書
展

会
期　

8
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰

会
場　

�

瀬
戸
信
用
金
庫
本
店
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ひ
ま
わ
り

主
催　

清
和
会
（
西
尾
邑
城
）

◇
第
45
回
記
念
宏
道
書
展

会
期　

8
月
20
日
㈫
～
25
日
㈰

会
場　

名
古
屋
電
気
文
化
会
館
5
Ｆ

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

◇
第
53
回
碩
山
書
院
一
門
展

会
期　

8
月
31
日
㈯
・
9
月
1
日
㈰

会
場　

蒲
郡
市
民
会
館
東
ホ
ー
ル

主
催　

碩
山
書
院
（
大
竹
翠
葉
）

　
　
　

仝
振
興
会

◇
2
0
1
9
東
書
藝
研
修
会

期
日　

9
月
8
日
㈰
～
9
日
㈪

会
場　

三
重
県
（
場
所
未
定
）

編

集

後

記

▽�

平
成
か
ら
令
和
へ
。
東
書
藝
も
一

致
団
結
し
て
新
時
代
へ
踏
み
出
し

た
い
。
66
回
展
に
入
賞
入
選
の
皆

様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
三
十
一
年
四
月　

第
一
三
七
号

発
行　

東
海
書
道
藝
術
院

編
集　

加　

藤　

松　

亭

　
　
　

堀　

江　

龍　

舟　

　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
六
日
～

三
十
一
年
一
月
六
日
、
愛
知
県
美
術

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。

中
部
圏
書
芸
作
家
協
議
会
・
中
日
新

聞
社
主
催
。
東
書
藝
、
以
文
会
、
玄

玄
書
作
院
、
書
典
社
の
四
団
体
合
わ

せ
て
二
八
四
点
を
展
示
。
東
書
藝
か

ら
は
最
多

の
一
二
四

点
。
祝
賀

会
は
新
年

一
月
四
日
、

メ
ル
パ
ル

ク
名
古
屋

で
催
さ
れ

盛
会
。

　

本
会
常
任
理
事
・
勝
田
晃
拓
先
生

代
表
の
景
雲
社
主
催
。
二
月
十
三
日

～
二
十
日
、
磐
田
市
立
中
央
図
書
館

に
て
開
催
。
畳
二
畳
サ
イ
ズ
か
ら

ミ
ニ
作
品
ま
で
約
七
〇
点
と
、「
イ

ン
テ
リ
ア
に
な
る
夢
空
間
作
品
」

　

安
藤
餘
香
本
会
常
任
理
事
代
表
の

有
鄰
会
主
催
。
三
月
十
三
日
～
十
七

日
、
岡
崎
市
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ
、

五
十
二
点
の
力
作
を
展
示
。
高
須
芳

碩
喜
寿
展
を
併
催
し
、
自
詠
詩
多
数

の
三
十
三
点
が
こ
ち
ら
も
素
晴
ら
し

か
っ
た
。

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
-

Ｂ
ｙ
ｅ　

Ｈ

ｅ
ｉ
ｓ
ｅ
ｉ

な
つ
か
し
い

で
書
」（
代

表
の
色
紙
作

品
）
が
展
示

さ
れ
流
石
の

充
実
度
。

19 

今
日
の
書
展

第
34
回
景
雲
社「
絆
」書
道
展

第
9
回 

有
鄰
書
展

，

安藤餘香先生


